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３ 適正な結核医療の推進 

● 結核病床を有する栗原市立栗原中央病院と連携し、結核患者に対する適切な医療を提供できる体制の維持

に努めるとともに、身近な地域において治療が受けられるよう、国の制度を活用しながら、充実を図りま

す。 

● 潜在性結核感染症を含む全結核登録患者のＤＯＴＳ（直接服薬確認療法）の推進を目指し、ＤＯＴＳカン

ファレンスの開催や服薬手帳・地域連携パスの作成を通じて、退院後も地域ＤＯＴＳによる患者支援に努

めます。 

 

４ 肝疾患診療体制の推進 

● 「宮城県肝炎対策協議会」において学識経験者等の意見を踏まえながら、肝疾患診療連携拠点病院及びお

おむね二次医療圏ごとに専門医療機関を指定し、かかりつけ医と専門医療機関との連携強化等、肝疾患診

療体制を構築しており、今後も緊密な連携維持に努めます。 

 

５ ＨＩＶ感染者及びエイズ患者に対する医療提供体制の充実 

● 治療効果を高めるためには、早期発見、早期治療が重要であることから、正しい知識の普及啓発に努める

とともに、検査・相談体制の拡充を図ります。 
● 宮城県の中核拠点病院である仙台医療センターを中心として、県内のエイズ拠点病院や一般医療機関との

連携を強化し、適切な医療提供体制の充実に努めます。 
 

６ その他の感染症について 

● 感染症の予防対策として、予防接種は有効な手段であることから、ワクチンの有効性や安全性に関する正

しい知識の普及に努めるとともに、市町村や県医師会と連携し、安全かつ適切な予防接種を受けやすい環

境の整備を図ります。 

● 令和３（２０２１）年１１月に積極的勧奨の差し控えが終了したHPVワクチン接種については、個別勧

奨の推進や接種体制の整備について、接種の実施主体である市町村への助言や情報提供に努めます。 

 

 

指  標 現  況 2029年度末 出  典 

協定締結医療機関（入院、発熱外

来）の確保病床数、機関数 
 

入院：612床 
 

発熱外来：683機関 

喀痰塗抹陽性肺結核初回治療患者の

治療失敗・脱落中断率 
6.7％ 5％以下 

「令和３年結核登録者情報調査年

報」（厚生労働省） 

麻しん風しん予防接種率（定期） 
第一期：94.2％ 第一期、第二期とも 

95％以上 

「令和３年市町村接種率調査」（厚

生労働省） 第二期：94.2％ 

※ 上記のほか、数値目標の詳細については、宮城県感染症予防計画で別に定める。 
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